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 いつもお世話になっております。印西市議会（9 月定例会）は、9 月 27 日（木曜日）に
て終了しました。今回も引き続き、9月定例会の報告を行って参ります。 
 
今回は、今回の 9月議会で議案となった案件についてのご報告を行って参ります。 
 
 議案審議とその結果（１）  
 
 印西市税条例の一部を改正する条例の制定について  
(内容) 
 1.前納報奨金制度の廃止 
  現在は、前納報奨金として、0.35％の交付率を適用しているものですが、これを 
  廃止しようとするものです。その理由として、①同じ市町村税でも給与所得者の特別 
  徴収分には適用がない。②資金に余裕のあるものしか利用できない。③市中金利と 
  比べて、交付率が極めて高い。 ことが挙げられています。 
 2.地方税法の一部を改正する法律の試行に伴う、長期保有上場株式に係る少額譲渡益 
  非課税制度の創設 
  個人投資家の市場参加促進の観点から、租税特別措置法および地方税法が 
  改正されたことに伴うものです。 
（結果／可決 ・・ 私は反対しました。） 
１．２とも納得しがたいものと考えました。１に関しては、資金に余裕のあるものし 
か利用できないとの理由がついていますが、市民税を払う為にわざわざ、お金を積み

たてている人がいることを考えていないこと、また、2に関しては、株取引に関しては、
個人責任があるのが当然と考えた為です。（２については、国で決定したから、市では

条例を改正しなくてはなりませんが、あえて１．２とも理由を告げて、反対しました。） 
 
 印西市廃棄物の減量および適性処理に関する条例の一部を改正する条例の制定について  
 
(内容) 市民は、自ら処理できない家庭系廃棄物については、一般廃棄物計画に従い、 
指定された袋等により当該家庭系廃棄物を適性に分別し、市長が定める場所（「集積所」）

に排出しなければならない。 ＜条例 14条２項の改正です。＞ 
 ～ この条例は平成 14年 4月 1日より施行する。 
 
(解説) 
 この条例改正は、家庭系一般廃棄物の排出に際して、「指定ごみ袋」制を導入するための 
 もので、以下のような理由が挙げられます。 
 
 1.現状の改善 
  現在、市では家庭ゴミの排出袋を特に指定せず、透明・半透明の袋を使用すること 
  で分別排出に協力を願っているが、依然として分別が徹底されず、かついまだに 
  黒い袋で排出されることも多く、収集車両の火災事故発生等収集処理に従事する 
  作業員が常に危険にさらされているのが現状である。 
 2.ゴミの減量化 
  ゴミの排出量が年々増加傾向にあることから、指定ゴミ袋制にすることにより、 
  分別の徹底や資源化の推進、ゴミ発生の抑制等、リサイクル意識の動機付けをはかる 



（結果／可決 ・・ 私も賛成しました。） 
 この議案については、千葉県内の状況も確認しました。市の思惑通りにコトが簡単に進

むとは考えられないのですが、ゴミの減量化については市民全てが認識してはじめて達成

できるものであると考え、また市によって、ゴミ袋制度を導入することに対しての充分な

説明による周知がなされることを前提に、ゴミ減量化施策の第一歩として、賛成しました。 
 
＜議員（議会運営委員会）からの発議案＞ 
 無差別テロの廃絶と平和を求める決議の提出について  以下、全文を掲載します。 
 
９月 11日午後 10時ごろ(現地時間同日午前９時頃)、米国の世界貿易センタービル及び国防
総省を襲った同時多発テロ事件により、多くの死傷者が出たことは、極めて卑劣かつ許し

がたい言語道断の行為である。 
 我々は犠牲となった方々に対し、深く哀悼の意を表するものである。 
 人命を無差別に奪うテロ行為は、いかなる理由や背景があろうとも絶対に許されない卑

劣な犯罪行為であり、国際正義と人道の名において強い怒りを込めて糾弾するものである。 
 よって、本市議会は、このような事件が二度と起こらないよう、日本政府をはじめ世界

中の全ての国々が、テロ根絶と真の世界平和の実現に向けて、法と理性に基づいて積極的

な取り組みをすすめるよう強く求めるものである。 
 以上 決議する。 
 
（結果／全員賛成 可決） 
この議案に対しては、国際法と国連憲章への言及に対して、共産党から質問がありました。 
 

「平成 12年度印西市各会計歳入歳出決算認定について」 
昨年度の決算認定作業が始まりました。この審査については、内容が多岐にわたり、慎重

に審査する必要があるため、９月議会中では結論を出せず「決算審査特別委員会」にて、 
継続審査を行うこととなりました。 認定結果は、１２月議会にて報告され、採決されま

す。私は今回、委員ではございませんが、１２月議会までに内容を調べて参りたいと思い

ます。 
 

「ニュータウン等対策特別委員会」が開催されました。 
前回の紙面で少し報告させていただきましたが、９月 26日(水曜日)に、委員会が開催され、
市の企画調整課より、現状報告がされ、委員相互の意見交換がされました。 
（残念ながら、何も新しい話題はなく、現状の確認にとどまっています。） 
 
私が、公団や企業庁、印西市に対して牧の原地区での住環境向上のために求めている、 
主なものを以下に列記します。 
 
＊ 牧の原駅南口の開発に伴う情報提供 
＊ 病院／医療施設の設置 
＊ 郵便局の設置 
＊ 西の原公園通り（駅前から西の原小学校まで）への夜間照明の確保  
＊ 牧の原駅から４６４号線沿い街灯の早期設置 
＊ 南環状線への信号／横断歩道の設置（原３丁目付近、ヤマザキデイリーストア前） 
＊ 日医大千葉北総病院への往復バスの復活（ＮＴ中央駅から各地区を通って） 
＊ 公園への電話ボックスの設置 
＊ 公団／企業庁／私有地での定期的な草刈  他 
 
いつもご声援、ご支援ありがとうございます。この紙面へのご批判、ご意見もお待ちいた

します。よろしくお願い申し上げます。               ぐんじとしのり 


